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問題と目的
１）青年期の対人関係の希薄化と攻撃的コミュ
ニケーション
　現代社会ではいじめのように攻撃的なコミュ
ニケーションに関する問題が多く生じている。
この問題は学校などの場面のみでなく、社会全
般に広がる問題として注目されており、重大な
問題であると思われる。廣貫（2002）は、現
代社会のいじめは、現代青年の友人関係の希薄
化との関連が考えられると述べている。そもそ
青年期の対人関係における攻撃性の表出と 
アサーション及び自己評価との関連
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要旨　本研究では、まず、対人苦手意識場面、通常の対人場面における攻撃性の違いに関する検
討を行った。次にアサーションの自己表現に対する肯定的態度、他者尊重及び自己評価と攻撃性
の関連を検討した。調査対象者は、福岡県立大学の学生（女性132名、男性22名）で、分析に用
いた人数は148名であった。
　本研究の調査結果からは、言語的攻撃性と間接的攻撃性の違い、場面による攻撃性の違いが明
らかになったと思われる。言語的攻撃性のように、直接相手に自分の気持ちを表現する攻撃性の
表出の背景には、自己評価や肯定的態度などの個人の心理的要因が関連していることが予想され
る。一方、間接的攻撃性は、自分の気持ちを主張しようとする動機づけの役割として働く攻撃性
とは異なり、どのような対人関係かでその表出が左右されることが考えられる。この間接的攻撃
性には、自分が置かれている環境が影響を与えているのではないかと思われる。
キーワード　青年期　対人関係　攻撃性　アサーション　対人苦手意識
も青年期の交友関係では、新たな自己像を形成
するために、相手との身体・自己開示・相手へ
の忠誠を基盤とした親密で有意義な関係性を維
持することから、青年期では親密な友人関係が
展開されるものと考えられている（Atwater、
1992）。しかし、現代青年の友人関係は希薄化
しており、親密な友人関係をもちにくくなって
いることが近年の研究により明らかにされて
いる（落合・佐藤、1996；岡田、1999；岡田、
2002）。希薄化とは、人との深いつながりを持
つことに関して積極的に働きかけない、また深
＊　福岡県立大学大学院人間社会学研究科心理臨床専攻修士課程１年
＊＊福岡県立大学人間社会学部人間形成学科講師
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い対人関係を持とうとしてもそれらが得られに
くい傾向のことを指す。青年期の友人関係につ
いて調査した長沼（2001）の山アラシ・ジレ
ンマの研究によれば、現代青年の友人関係にお
いては「近づきたいけれども近づきすぎたくな
い」という葛藤が生じることを示しており、お
互いの心理的距離を一定に保とうとする傾向が
あることを指摘している。
さらに、情報社会の急速な蔓延により、現代
青年は以前にはなかった対人関係への課題に直
面している。例えばメールやインターネットに
よる非対面的なコミュニケーションの変容は、
使用率が最も高い現代青年に影響を及ぼすのは
必然である。また非対面的なコミュニケーショ
ンは希薄化をさらに促し（白井、2006）、現代
青年のコミュニケーションの負担はますます大
きくなっていると考えられる。
対人関係の希薄化は、他者と親密なコミュニ
ケーションの交流が行われないことから、社会
的スキルの減少や、自我の発達が促されないこ
とが考えられる。そのため、自己をコントロー
ルし、適切に自己表現する方法や、他者の思い
やる気持ちが促進されないことが予想され、こ
れらのことから、いじめのような攻撃的な行動
に結びつくのではないかと考えられる。そのた
め、現代青年の対人関係におけるコミュニケー
ションに注目することは、青年期の対人関係を
理解するうえで重要であると思われる。
２）攻撃性と適切なコミュニケーション
攻撃性という概念について、一般的には暴力
や問題行動など人を傷つける不適切な行為であ
るとみなされることが多いように思われるが、
対人関係において重要な働きをする概念である
主張性と相関があるとされている。
主張性とは、代表的な定義としてWolpe
（1958）によると、「多少とも攻撃的な行動だけ
でなく、好意的な感情や愛情のこもった感情、
その他の不安ではない感情の外界への表出」と
定義されている。つまり、主張性はコミュニ
ケーションにおいて自分の考えや感情を素直に
表現することを示すといえる。この主張性は、
攻撃性との有意な相関があることが研究によっ
て示されている。古市（1993）は、児童の主
張性とY-G性格検査の攻撃性尺度について重
回帰分析を行った結果、有意な関連を得たこと
を示し、「両者は共通しているといえるかもし
れない」と述べている。攻撃性はこのように他
者に対し自身の気持ちを表す働きとしてコミュ
ニケーションにおいて作用していると考えられ
る。
一方、近年重要視されている適切なコミュニ
ケーションの１つとしてアサーションがある。
アサーションとは、「自分も相手も大切にした
自己表現」（平木、1993）のことであり、自己
及び他者を尊重し行われるコミュニケーション
のことである。そして、アサーションと攻撃
性とには関連があることが指摘されている（沢
崎、2006）。それは、先ほど述べた主張性の概
念と共通する部分、対人関係における適切な自
己主張の部分との関連である。そのため、攻撃
性のもつ積極性や行動への動機づけがアサー
ションと関連性をもっていると考えられる。
アサーションの定義については、大きく２
つの立場に分けられるとされている（伊藤、
1998）。一つはSocial-Skill-Traning的立場と、
もう一つはPerson-Centered-Approach的立
場である。前者は「アサーション＝社会的スキ
ルの一つ」と考え、アセスメントは行動面につ
いて中心に行われている。そのため、先行研究
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では攻撃性と関連が示されたと思われる。
一方、後者のPerson-Centered-Approach
の立場では、アサーションの意義は「アサー
ション＝自他尊重に基づく率直な自己表現」と
され、心理面が本質なものとして重視される。
他者尊重は攻撃性とは対照的なものであり、ア
サーションと攻撃性の具体的な違いを示す要素
であると考えられる。また、アサーションには
自己主張を行う社会的スキルのみならず、他者
を尊重する個人の心理が必要であると考えられ
る。本研究において使用する伊藤（1998）の尺
度は、アサーション概念の重要な要素である他
者尊重と、自己尊重、自己表現に対する肯定的
態度の項目が作成されており、アサーションを
心理面から捉えることができると考えられる。
しかし、アサーションの他者尊重の要素を含
めて、攻撃性との関連を検討した研究は少な
い。そのためアサーションと攻撃性の関連性
と相違点を具体的に示すことは今後のコミュニ
ケーション研究において重要であると思われ
る。本研究では、個人のコミュニケーションに
おける重要な概念である攻撃性、自己表現、他
者尊重をとりあげ、その関連を調査する。
３）コミュニケーションと対人場面
コミュニケーションは社会の動きと連動し
て、日々変化しているものといえる。現代の高
度情報社会では、コミュニケーションの形態は
多様化し、電話、FAX、インターネットなど
を使用した非対面的なコミュニケーションが活
用されている。
一方で、ネットいじめなど新たなコミュニ
ケーションに関する問題が生じており、そのよ
うな問題は現代青年に特に大きく影響してい
る。このことから、現代青年のいじめに関連し
た研究を早急に行う必要があると思われる。
しかし、実際の場面、例えば対象者に、いじ
めの場面や特定の嫌いな他者との対人場面を想
定させるなどの調査は倫理上の問題がある。さ
らに、対面・非対面というコミュニケーション
の場面の違いによる攻撃性について調査するの
は難しいと考えられる。そこで、本研究では
対人場面における、対人苦手意識を取り上げ
る。対人苦手意識とは、「特定の他者に対する
否定的・消極的な態度」（日向野・堀毛・小口、
1998）のことであり、対人場面においてほとん
どの人が日常的に感じている意識で、苦手な人
との間に否定的な関係を認識させる意識のこと
である。対人苦手意識と意味が混同しやすいも
のに対人不安があるが、対人不安は全般的な対
人場面において抱く状態を指す。一方で対人苦
手意識とはある他者を特定し、その他者との間
で生じる意識であることから、その点で異なっ
ている。対人苦手意識は誰もが思う意識であ
り、否定的感情を抱く対人関係が想定しやすい
ものと思われる。そのため、対人苦手意識場面
における攻撃性について調査し、苦手ではない
友人とのコミュニケーションを行う通常の対人
場面の攻撃性と比較する。
４）対人関係と自己評価
青年期の対人関係における苦手意識につい
て調査した日向野・堀毛・小口（1998）の研
究によれば、苦手意識が成立する三つの要因を
推測している。そのなかの一つとして劣等感や
評価懸念などの苦手意識を抱く個人的要因の存
在がある。対人苦手意識の背景にはこのような
コミュニケーションをする側の、主体的な要因
が存在していると考えられる。また、適切な
自己主張ができない背景には、自己評価の低
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さあるいは自信の欠如が関連している（古市、
1995）。自己評価とは、自分に対する評価のこ
とであり、梶田（1988）は、自己評価の特性
を４つの側面に分けている。４つの側面のうち
１つの側面では、自分の周囲にいる人や自分の
内面で想定した人と、暗黙のうちに比較対照す
ることで成立した自己評価的感覚や意識、すな
わち劣等感や優越感の側面が自己評価にあると
している。このような自己評価の一側面が個人
のコミュニケーションに大きく関連していると
思われる。これまでの見解で、攻撃性の表出に
おいても、対人苦手意識場面においても自分の
内面にある自己評価の関連性が先行研究によっ
て示されていることから（日向野・堀毛・小口、
1998）、現代青年の対人関係のコミュニケー
ションにおいて、重要な心理的要因であること
が考えられる。
５）目的
本研究では、まず、対人苦手意識場面、通常
の対人場面における攻撃性の違いに関する検討
を行う。次にアサーションの自己表現に対する
肯定的態度（以下、肯定的態度）、他者尊重及
び自己評価と攻撃性の関連を検討し、現代青年
の対人関係のコミュニケーションの理解の一助
としたい。
仮説は以下のとおりである。
１．「通常の対人場面」における攻撃性得点よ
り、「対人苦手意識場面」における攻撃性得
点が高い。
２．アサーティブ・マインド・スケールの肯定
的態度得点と攻撃性得点とは、正の相関があ
る。また、アサーティブ・マインド・スケー
ルの他者尊重得点と攻撃性得点とは、負の相
関がある。
３．アサーティブ・マインド・スケールの肯定
的態度得点が高く、自己評価得点が低いと、
攻撃性得点は高くなる。対して、アサーティ
ブ・マインド・スケールの肯定的態度得点が
低く、自己評価得点が高いと、攻撃性得点が
低くなる。
４．アサーティブ・マインド・スケールの他者
配慮得点が低く、自己評価得点が低いと攻撃
性得点は高くなる。対して、アサーティブ・
マインド・スケールの他者配慮得点が高く、
自己評価得点が高いと、攻撃性得点は低くな
る。
方法
１）調査対象
　福岡県立大学の学生を対象とした（女性132
名、男性22名）。分析に用いた人数は148名で、
調査対象者全体の平均年齢は18.8歳であった。
２）調査時期
2008年10月に実施した。
３）調査内容
⑴　攻撃性
秦（1990）の敵意攻撃的インベントリー
を使用して測定した。この尺度の項目は
Buss&Durkee（1957）によるHostility-Guilt 
Inventry（HGI）を参考にして作成された尺
度であり、この尺度における攻撃の語の意味と
して “相手に対して何等かの危害を与えること
を意図した行動” という敵意的攻撃の意味で用
いられている。この尺度は個人の攻撃行動や攻
撃性の程度を多面的に測定することを目的と
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し、７つの下位尺度から構成されているが、今
回は対人関係に着目した調査を行うため、言語
的攻撃性８項目、間接的攻撃性10項目、計18項
目を使用して測定した。言語的攻撃性得点が高
ければ、他人に対する批判、口喧嘩、どなるな
どの言葉による攻撃行動をよりとることを示し
ており、間接的攻撃性得点が高ければ、反抗的
な態度を示すことや不当な扱いをしたりするよ
うな間接的な攻撃的行動をよりとりやすいこと
を示している。回答は、“ちがう”（１点）から
“そうだ”（５点）までの５件法で評定し、各下
位尺度および18項目の得点（以下、攻撃性得点）
を求めた。「対人苦手意識場面」は、「この人は
苦手だと感じる人を一人おもいうかべてくださ
い」、「通常の対人場面」は「友人関係における
自分の行動」と教示し、それぞれ回答を求めた。
⑵　アサーション
伊藤（1998）のアサーティブ・マインド・ス
ケール（AMS）を用いて測定した。この尺度
はアサーションの心理面を項目化した20項目
からなる尺度である。今回の調査では、「自分
の気持ちや考えを尊重し、それを表現すること
への肯定的態度」として、自己主張に関連して
いる自己表現に対する肯定的態度５項目、また
アサーションの中心定義である「他者に対して
自己表現する際に相手を尊重する態度」として
他者尊重５項目、計10項目を使用した。“全く
あてはまらない（１点）” から “あてはまる（４
点）” の４件法で評定し、各下位尺度の得点を
求めた。
⑶　自己評価
自己評価は梶田（1988）の自己評価尺度を用
いて測定した。これは、自分の現在の状態を思
い浮かべて自己評価するチェックリストⅠと、
自分の理想像を思い浮かべて評価するチェック
リストⅡ、自分以外の親しい友人に自分を評価
してもらうチェックリストⅢにわけられてお
り、どのチェックリストでも同じ項目が使用さ
れている。この尺度の目的として、自己と他者
の両方の評価がどれだけ一致しているかをみる
ものとして作られたため、他者からのチェック
リストが含まれていた。本研究では自己のみの
評価に着目しているため、チェックリストⅠの
24項目のみを使用した。
回答は「とてもそう思う」を５とし、「まっ
たくそう思わない」を１とした５件法で回答を
求めた。
⑷　対面コミュニケーションと非対面コミュ
ニケーション
対面・非対面のコミュニケーションのどちら
をよく行い、得意とするかについて尋ねる項目
を作成した。
４）調査方法
講義終了後に、卒業論文のための質問紙調査
であると伝え、協力を求めた。その際、調査で
得た個人的な情報は研究以外で使用されること
はなく、統計的に処理をするため情報が漏れる
ことはないということを説明した。無記名で回
答してもらい、終了した人から質問紙を持参し
てもらった。
結果及び考察
１）通常の対人場面と対人苦手意識場面におけ
る攻撃性について
　「通常の対人場面における攻撃性得点より、
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対人苦手意識場面における攻撃性得点が高い。」
という仮説１の検討を行うため、「通常の対人
場面」における攻撃性得点と「対人苦手意識場
面」における攻撃性得点、下位尺度である言語
的攻撃性得点と間接的攻撃得点について、それ
ぞれｔ検定を行った。
　その結果をTable１に示す。攻撃性得点で
は有意差はみられず、仮説は支持されなかっ
た。言語的攻撃性得点については、「通常の対
人場面」と「対人苦手意識場面」の間に有意差
がみられた（t(147)=-2.01, p<.05）。また、間接
性攻撃得点についても、「通常の対人場面」と
「対人苦手意識場面」の間に有意差がみられた
（t(147)=3.57, p<.01）。
日向野・堀毛・小口（1998）は苦手な人と
の付き合い方について、ポジティブなカテゴ
リーとネガティブなカテゴリーの二つに大きく
分類されると述べている。ポジティブなカテゴ
リーとは、相手の態度について理解しようと努
めることや、能動的にかかわること、また相手
に働きかけるなど、苦手意識の軽減や根本的な
解消を目指した長期的・原因除去的な対処法を
指す。一方、ネガティブなカテゴリーとは、苦
手な人に対して消極的な態度や拒否・回避など
の行動をとることを指している。この態度は、
苦手な人との間に物理的にも心理的にも距離を
保持し、心理的安定の回復を試みようとする態
度である。このことから、対人場面の違いによ
る攻撃性得点に差がみられなかったのは、ネガ
ティブなカテゴリーとされる態度があったので
はないかと考えられる。また心理的に距離をと
ろうとする態度の背景としては、現代青年の希
薄化といった友人関係のあり方とも関係してい
ることが予想される。
　言語的攻撃性では「通常の対人場面」におい
て、間接的攻撃性では「対人苦手意識場面」に
おいて得点が高くなっていた。つまり、通常の
対人場面である友人関係では、言語的に直接的
な攻撃がなされることが考えられるのに対し、
苦手な人に対しては、言語的ではなく、間接的
な攻撃がなされることが考えられる。またこ
のような態度は、先述したネガティブなカテゴ
リーに分類される拒否・回避のような態度と共
通性があるのではないかと思われる。また、日
向野・堀毛・小口（2000）によると、女性は「対
人苦手意識場面」を感じやすく、とくに拒否・
回避傾向があることを述べている。今回の研究
の調査対象者は、女性の比率が非常に高かった
ため、「対人苦手意識場面」において間接的攻
撃性の得点が高い結果となったと考えられる。
これらのことから、コミュニケーションにおい
て、どのような対人場面かによって、攻撃性の
表出を使い分けていることが予想される。
２）攻撃性とアサーションの関連について
　仮説２「アサーティブ・マインド・スケール
の肯定的態度得点と攻撃性得点とは、正の相関
がある。また、アサーティブ・マインド・スケー
ルの他者尊重得点と攻撃性得点とは、負の相関
がある。」について、「通常の対人場面」と「対
人苦手意識場面」で検討をおこなった。（Table
２、３）
肯定的態度との関連をみると、「通常の対人
Table１　通常の対人場面と対人苦手意識場面
における攻撃性の比較（n=148）
敵意攻撃的
インベントリー
通常の
対人場面
対人苦手
意識場面 ｔ値
攻　撃　性
言語的攻撃性
間接的攻撃性
46.64(10.45)
19.59(  5.82)
27.05(  6.25)
47.74(13.90)
18.78( 6.80)
28.96( 8.77)
1.05
-2.01*
3.57**
+p<.10  *p<.05  **p<.01
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場面」における言語的攻撃性と中程度の正の相
関（r=.354）、攻撃性と弱い正の相関（r=.264）
がみられた。「対人苦手意識場面」では、攻撃性、
言語的攻撃性と弱い正の相関（r=.189、r=.233）
がみられた。
一方、他者尊重との関連をみると、「通常の
対人場面」における攻撃性、言語的攻撃性、間
接的攻撃性と弱い負の相関（r=-.219、r=-.189、
r=-.192）がみられた。「対人苦手意識場面」
では攻撃性、間接的攻撃性と弱い負の相関
（r=-.229、r=-.253）がみられた。
いずれの場面でも肯定的態度と間接的攻撃性
には有意な相関がみられなかったが、概ね仮説
は支持された。
肯定的態度と正の相関が示された攻撃性は
言語的攻撃性であったことから、言語的攻撃性
は、先述した主張性との共通性が考えられる。
一方、間接的攻撃性とは関連はみられなかった
ため、主張性と共通する概念ではないことが予
想される。
他者尊重と攻撃性では負の相関がみられた。
肯定的態度とは異なる結果が得られたことか
ら、他者尊重はアサーションのなかでも、主張
性と共通する部分ではないことが推測される。
先行研究ではアサーションと攻撃性の具体的
な違いについて明らかにすることが今後の課題
とされていたのだが、アサーションの心理的側
面を項目化した尺度を使用したことにより、ア
サーションには自分の気持ちを表現するスキル
と同時に、他者への思いやりなどの個人の心理
的要因もコミュニケーションにおいて必要であ
ることを改めて示すことができたのではない
かと思われる。また、「通常の対人場面」では
どの攻撃性得点とも負の相関がみられたのに対
し、「対人苦手意識場面」では言語的攻撃性と
の相関がみられなかった。このことについて
は、さらなる検討が必要である。
３）自己評価及びアサーションと攻撃性の関連
について
仮説３として「アサーティブ・マインド・ス
ケールの肯定的態度得点が高く、自己評価得点
が低いと、攻撃性得点は高くなる。対して、ア
サーティブ・マインド・スケールの肯定的態度
得点が高く、自己評価得点が高いと、攻撃性得
点が低くなる。」と予想した。
　自己評価尺度とアサーティブ・マインド・ス
ケールの肯定的態度得点の上位50名をＨ群、ｈ
群、下位50名をＬ群、ｌ群とした。調査対象者
をＨ（自己評価）・ｈ（肯定的態度）群、Ｈ・
ｌ群、Ｌ・ｈ群、Ｌ・ｌ群の４群に分類した。
この４水準と対人場面の違い２水準（通常の対
人場面・対人苦手意識場面）を独立変数とし、
攻撃性得点、言語的攻撃性得点、間接的攻撃性
得点をそれぞれ従属変数とする２要因混合計画
Table２　通常の対人場面における攻撃性とア
サーションの相関
攻　撃　性
攻撃性 言語的攻撃性
間接的
攻撃性
アサーティブ・
マインド・
スケール
肯定的態度 r= .264** r= .354** r= .113
他 者 尊 重 r=-.219** r=-.189* r=-.192*
**p<.01 *p<.05
Table３　対人苦手意識場面における攻撃性と
アサーションの相関
攻　撃　性
攻撃性 言語的攻撃性
間接的
攻撃性
アサーティブ・
マインド・
スケール
肯定的態度 r= .189** r= .233** r=-.105
他 者 尊 重 r=-.229** r=-.141 r=-.253**
**p<.01 *p<.05
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分散分析をSTARを用いて行った。Figure１
～３はＨ・ｈ群、Ｈ・ｌ群、Ｌ・ｈ群、Ｌ・ｌ
群の攻撃性得点、言語的攻撃性得点、間接的攻
撃性得点の平均を図示したものである。
分析の結果、攻撃性得点については、自己評
価と肯定的態度について分類した４群の主効果
がみられた（F(3,144)=3.25, p<.01）。LSD法の
多重比較によると、Ｈ・h群とL・ｌ群の間に
有意差がみられ（p<.05）、Ｈ・ｈ群、Ｈ・ｌ群、
Ｌ・ｈ群、Ｌ・ｌ群の順に得点が高くなってい
た。自己評価が高いほど、攻撃性と関連がある
ことが示された。次に言語的攻撃性について
は、自己評価と肯定的態度について分類した４
群の要因の主効果、対人場面の違いについて主
効果が有意であった。（（F(3,144)=2.99, p<.05）、
F(1,144)=8.87, p<01）。LSD法の多重比較の結
果、Ｈ・ｈ群とＬ・ｌ群の間に有意差がみられ
（p<.05）、Ｈ・ｈ群、Ｈ・ｌ群、Ｌ・ｈ群、Ｌ・
ｌ群の順に得点が高くなっていた。自己評価が
高く肯定的態度が高いほど、言語的攻撃性を表
出しやすい傾向があると考えられる。間接的攻
撃性については、対人場面の違いについて主効
果が有意であった（F(1,144)=5.01, p<.05）。
仮説４では、「アサーティブ・マインド・ス
ケールの他者配慮得点が低く、自己評価得点が
低いと攻撃性得点は高くなる。対して、アサー
ティブ・マインド・スケールの他者配慮得点が
高く、自己評価得点が高いと、攻撃性得点は低
くなる。」と予想した。
自己評価得点と他者尊重得点について⑴と同
様の手続きを行い、Ｈ・ｈ（他者尊重）群、Ｈ・
ｌ群、Ｌ・ｈ群、Ｌ・ｌ群に分類した。この
４水準と対人場面の違い２水準（通常の対人場
面・対人苦手意識場面）を独立変数とし、攻撃
性得点、言語的攻撃性得点、間接的攻撃性得点
をそれぞれ従属変数とする２要因混合計画分散
分析をSTARを用いて行った。Figure４～６
はH・ｈ群、Ｈ・ｌ群、Ｌ・ｈ群、Ｌ・ｌ群の、
Figure１　各群の平均値（攻撃性）
Figure２　各群の平均値（言語的攻撃性）
Figure３　各群の平均値（間接的攻撃性）
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攻撃性得点、言語的攻撃性、間接的攻撃性得点
の群の平均を図示したものである。
攻撃性得点については、自己評価と他者尊重
について分類した４群の要因の主効果に有意傾
向が示された（F(3,144)=2.38, p<.10）。LSD多
重比較によると、Ｈ・ｌ群とL・ｈ群、L・ｌ
群の間に有意差がみられ（それぞれp<.05）、H・
ｌ群、Ｈ・ｈ群、Ｌ・ｌ群、Ｌ・ｈ群の順に得
点が高くなっていた。言語的攻撃性について
は、対人場面の違いによる主効果が有意となっ
た（F(1,144)=4.02, p<.05）。間接的攻撃性につ
いても対人場面の違いによる主効果が有意と
なった（F(1,144)=5.61, p<.01）。
まず、自己評価に注目して考察をすすめてい
く。自己評価の高いことが攻撃性と言語的攻撃
性を高める結果となったのは、今回使用した梶
田（1988）の自己評価尺度が、二つの面から
の自己評価について考えることが可能な尺度で
あったためと考えられる。その二つの面とは、
一つは、客観的な自己評価すなわち他者からの
評価からの自己評価と、主観的な自己評価の面
である。この自己評価尺度の得点が高い結果で
あると、客観的な評価としては、自信に満ちて
安定し、肯定的・親和的であり適応的に作用す
る。しかし主観的な評価では過大評価や、非現
実的な万能感、自己愛にしがみつき他者に対し
て否定的である。一方、自己評価得点が低けれ
ば、客観的な評価としては、自信はないものの
建設的方向につながりやすく、他者に対して肯
定的である。しかし主観的な評価としては、過
小評価であり、自虐的で嫉みなどをもちやすい
としている。このように二つの面から総合して
考えることが可能な尺度であり、自己評価が高
い者は他者からは安定しているように見えて
も、自己の世界では他者に対し攻撃的な側面を
もっていることが推測される。以上のことか
ら、自己評価が高い者は攻撃性が高い結果が示
Figure４　各群の平均値（攻撃性）
Figure５　各群の平均値（言語的攻撃性）
Figure６　各群の平均値（間接的攻撃性）
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されたと考えられる。
しかし、攻撃性においては自己評価及び肯定
的態度の要因についてのみ関連がみられたもの
の、言語的攻撃性は自己評価及び肯定的態度の
要因に加えて、対人場面の要因との関連もみら
れた。自己評価や肯定的態度のような個人的要
因だけが言語的攻撃性の表出を左右するもので
はなく、その対人場面の違いが影響していると
思われる。そして間接的攻撃性は、対人場面の
要因による影響のみが示されたため、どのよう
な人と接しているか、環境による影響があるこ
とが予想される。
また、肯定的態度とは異なり、他者尊重は攻
撃性への影響は大きくないと考えられる。しか
し、他者尊重と攻撃性とは負の相関があること
から、攻撃性を抑制する働きはあるのではない
かと考えられる。
まとめと今後の展望
　本研究では、言語的攻撃性と間接的攻撃性の
違い、場面による攻撃性の違いが明らかになっ
たと思われる。
言語的攻撃性のように、直接相手に自分の気
持ちを表現する攻撃性の表出の背景には、自己
評価や肯定的態度などの個人の心理的要因が関
連していることが予想される。一方、間接的攻
撃性は、自分の気持ちを主張しようとする動機
づけの役割として働く攻撃性とは異なり、どの
ような対人関係かでその表出が左右されること
が考えられる。この間接的攻撃性には、自分が
置かれている環境が影響を与えているのではな
いかと思われる。また、間接的攻撃性は、反抗
的な態度を示すことや不当な扱いをしたりする
ような間接的な攻撃的行動をよりとりやすいこ
とを示すもので、現代のいじめの傾向として特
徴的なインターネットを使用していじめを行う
「ネットいじめ」との関連があるのではないか
と思われる。ネットいじめは、例えば学校の裏
掲示板といわれるサイトやブログなどで、自分
たちの学校についての悪口、性が混じった表現
での書き込み、またはそれ以上の残酷なことが
書き込まれている。それは同じクラスの生徒が
対象となることもあれば、教師がそのターゲッ
トとなることもある。間接的攻撃性はこういっ
たインターネットを介したいじめの攻撃行動に
関連していることが予想され、今後さらに検討
していきたい。
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